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府営住宅のストック活用の方向性について

平成２２年１月

住宅まちづくり部住宅経営室
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府営住宅のストック活用について

①平成１４年２月①平成１４年２月 府営住宅ストック総合活用計画の策定府営住宅ストック総合活用計画の策定
・原則として新たな供給を行わず、これまで蓄積してきたストックを有効活用
１ 良好なコミュニティ形成を目指した地域のまちづくり
２ 安全で安心して暮らせる住まいづくり

②平成１９年１月②平成１９年１月 府営住宅ストック総合活用計画の改定府営住宅ストック総合活用計画の改定【【現計画現計画】】
・原則として新たな供給を行わず、これまで蓄積してきたストックを有効活用
１ 安全で安心して暮らせる住まいづくり
２ 効果的な住宅セーフティネットづくり
３ 良好なコミュニティ形成を目指した地域のまちづくり

③公的住宅の今後のあり方③公的住宅の今後のあり方
・・公的（府営・公社）住宅の管理戸数等の方向性について現在、検討中。
⇒府政運営の基本方針『大阪維新2010』（平成21年11月版）において、府営
住宅の当面の方向性を提示

府営住宅ストック数（H21.3）：３８０団地 １３８，８６０戸（公営136,598戸、特定公共賃貸住宅等2,262戸）
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府営住宅ストック総合活用計画（現計画 H19.1)①

３

資 料 ３
平成21年度第10回
大阪府建設事業評価委員会
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府営住宅ストック総合活用計画（現計画 H19.1)②

４



5

府営住宅ストック総合活用計画（現計画 H19.1)③
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現在のストック対策のイメージ
戸数

６

平成20年度末の状況
管理戸数 138,860戸
耐震化率 70.3％
ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化率 37.5％
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◇だれもが安全・安心ナンバーワン大阪

「府政運営の基本方針（「大阪維新」2010）」
【平成21年11月版】 より

３．「政策創造」と平成22年度の「主な政策課題」
（1）22年度の「政策創造」
・22年度の「政策創造」は、21年度の「部局長マニフェスト」を基本に、取り組み
を継続させるもの、さらに発展させるもの、新たに対応するものなどの精査・
点検を行い、「将来ビジョン・大阪」の柱立てを基本に以下の考え方で取組む
こととする。

７
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「主な政策課題」の現状と論点 より

８
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「主な政策課題」の現状と論点 ⑮住宅・まちづくり政策の再構築

９
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府営住宅のストック活用 今後の検討の方向性について

○「公的住宅の今後のあり方」の検討○「公的住宅の今後のあり方」の検討
・公的（府営・公社）住宅管理戸数の方向性について、
年度内にとりまとめる予定

○今後の住宅○今後の住宅まちづくりまちづくり政策のあり方について、今年政策のあり方について、今年
度度内内に住宅まちづくり審議会へ諮問し、来年度に答に住宅まちづくり審議会へ諮問し、来年度に答
申をいただく予定申をいただく予定

検討結果を、次期の府営住宅ストッ
ク総合活用計画に反映


